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イ
ン
ド
日
本
寺
の
落
慶
式
へ

卿

団

（
団
員
）
畔
上
智
仁

鱗

囎
　
　
　
　
曹
洞
宗
大
徳
寺

磁
　
蛎
》

　
　
　
　
長
野
県
中
野
市
大
字
片

聾
　
　
塩
自
主

北
川
洪
才

麗

灘

．
譲
－
　
’

懸

浄
土
宗
雪
隠
寺

東
京
都
江
戸
川
区
東
小

松
川
二
一
四
三
四
九

昭和48年12月1日

三
日
羽
田

　
来
る
十
二
月
八
日
、
イ
ン
ド
日
本
寺
の
落
慶

式
を
主
催
し
て
厳
修
す
る
全
日
本
仏
教
会
法
要

団
は
、
麻
布
照
海
事
務
総
長
を
団
長
に
一
行
三

十
四
名
で
組
織
さ
れ
、
三
［
口
（
月
）
午
後
十
二

時
四
十
五
分
発
の
イ
ン
ド
航
空
三
〇
三
便
で
イ

ン
ド
へ
向
け
て
出
発
す
る
。

　
カ
ル
カ
ッ
タ
着
後
、
ネ
パ
ー
ル
を
回
っ
て
ブ

ダ
ガ
ヤ
に
入
り
、
曹
洞
宗
法
要
団
一
行
と
合
流

し
て
八
日
の
落
慶
式
に
臨
む
。
そ
の
あ
と
、
べ

佐
藤
会
長
は
五
日
に

（
名
誉
会
長
）
佐
　
藤
　
泰
　
舜

蕪
　
　
櫛

欝
・
難
・

　
全
日
本
仏
教
会
々
長

蹄
　
曹
洞
宗
管
長

　
福
井
県
吉
田
郡
永
平
寺

　
町
大
本
山
永
平
寺

（
副
団
長
）
桜
　
井
　
大
　
乗

懇

　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
事
務
次

灘
灘
轍
京
囎
螺
騨

　
　
　
　
　
三
－
二
四

一
行
三
十
四
名

ナ
レ
ス
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
、
ア
グ
ラ
、
ニ
ェ
ー
デ

リ
ー
を
見
学
し
て
、
十
六
日
（
日
）
午
後
十
時

四
十
分
、
イ
ン
ド
航
空
三
一
〇
便
で
羽
田
に
帰

っ
て
く
る
。

　
大
導
師
を
お
っ
と
め
に
な
る
佐
藤
泰
舜
会
長

狸
下
は
、
桜
井
全
仏
事
務
次
長
ら
随
行
員
六
名

と
と
も
に
、
お
く
れ
て
五
日
（
水
）
午
前
十
一

時
三
十
分
、
日
本
航
空
四
五
一
便
で
羽
田
を
た

ち
、
八
日
の
落
慶
式
後
十
一
、
日
ま
で
メ
イ
ン
グ

ル
ー
プ
と
行
動
を
共
に
し
た
あ
と
、
十
四
日

（
金
）
午
後
九
時
五
十
五
分
、
日
本
航
空
四
六

二
便
で
一
足
先
に
帰
国
さ
れ
る
。

（
団
長
）
麻
　
布
照
海

灘
｝
・
．

稲
垣
左
十
郎

と
聴

｝

凸

・
難
・
燈
雛

　
毒
　
　
　
　
　
　
ウ

鵜
飼
慶
典

　
　
、

麟
欝

公
衆
浴
場
経
営

全
a
撫
仏
教
会
事
務
総

長
　
本
願
寺
派
善
福
寺

東
京
都
港
区
元
麻
布
一

一
六
一
二
一

（
副
団
長
）
鱒
　
淵
　
正
　
浩

退

戯－填’

撚
翻
驚
・

近
江
広
太
郎

臨
騰
欝
灘

　
羅．
湿
掻

堪
山
泰
学

東
京
都
北
区
東
田
端
一

一
一
ニ
ー
二
六

全
日
本
仏
教
会
総
務
局

長
浄
土
宗
浄
鏡
寺

栃
木
県
宇
都
宮
市
杉
原

町
三
二
五
一

く聯

憩盗

舞

浄
土
宗
西
山
深
草
派
極

楽
寺
京
都
市
中
京
区
裏
寺
町

六
角
下
ル
裏
寺
町
五
八

六仏
舎
利
苑
会
社
員

京
都
府
長
岡
京
市
竹
の

台
二
　
F
三
一
三
〇
六

斎
藤
最
　
子

〆

噸
　
窪

郡　　塑

隷　・

○町兵
　二庫
　五県
　1西
　二宮
　八二
　1樋
　三の
　一門

佐
藤
　
　
晃

鐵殆

灘

佐
藤
浩
　
一

ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘭

灘
千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
2

　
　
二
三
八
一

農
林
業

曹
洞
宗
建
朋
寺

群
馬
県
利
根
郡
水
上
町

湯
原
九
八
五

　
　
　
ウ
　
　
　
が

，
灘
～
　
　
　
耀
　
徳
島
県
三
好
郡
三
野
町

　
　
　
　
　
　
　
太
刀
野
山
三
七
四
二

竹
園
文
雄

　　艦蘇獅織宝

躍、。．ぎ

　　　　娘　　　篇

　　灘サ　1

難．講

真
宗
大
谷
派
善
龍
寺

石
川
県
輪
島
市
河
井
町

一
部
九
一
一

＿　謡．く　渤’｝二㍗砧　．ρヤー婁・rち　アな、・一9
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田
　
所
栄
治

騨
購

醸
タ

・
照

V砿

講
灘
．

田
　
中
　
賢
順

供

灘
鐵
．
・

購　
　
　
　
誕
写

　
　
鍛
春
峯

田
　
中
鷺
欄

会
社
役
員

東
京
都
千
代
田
区
西
神

田
ニ
ー
五
一
二

天
台
宗
大
雄
寺

群
馬
県
甘
楽
郡
南
牧
村

六
車
一
五
〇
〇

全　　　　仏
第3種郵便物認可

　
　
　
　
　
　
　
融
通
念
仏
宗
興
善
寺

難
選
一
簸

（
蓬

津
谷
　
八
重
子

藝
永
井

7

修

一
転
轟
．
、

、

奈
良
県
山
辺
郡
都
祁
村

白
石
二
五
一
八

兵
庫
県
西
宮
市
高
座
町

一
五
一
四
八

真
宗
大
谷
派
懸
樋
寺

千
葉
県
松
戸
市
松
戸
一

九
〇
〇

中
川
順
孝

縄．

Z
藩
難
　
　
．
・

中
　
川
龍
憲

霧㍉

蠕

’
　
繊
轡
塾

益
永
普
行

甑
騨

松
田
　
亮
　
三

日

目

松
涛
信
城

、舜

黒
谷
浄
土
宗
林
照
寺

滋
賀
県
甲
賀
郡
甲
賀
町

大
久
保
二
＝
二

融
通
念
仏
宗
常
楽
寺

奈
良
県
磯
城
郡
川
西
村

結
崎
五
九
一
一
三
五

本
願
寺
派
善
覚
寺

福
岡
県
福
岡
市
西
区
徳

永
九
七
二

曹
洞
宗
円
応
院

長
野
県
伊
那
市
美
麗
区

三
八
八
八

畿

高
る

真
宗
大
谷
派
西
念
寺

層
“
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町

　
　
　
吉
川
一
一
五
一

宮
城
太
利
治

叢
i

敵

宮
地
照
太

讐藩
学
碕

蹴β

茂
木
隆
応

宮
城
鋼
具
K
K

東
京
都
中
野
区
白
鷺
二

一
ご
＝
1
一
六

会
社
員

東
京
都
板
橋
区
大
山
西

町
四
三
－
三

こ口

矢
野
岩
雄

薩
難
難
灘

　
譲

　
　
　
　
　
翼

峨
鍵
鶉
駕

矢
野
春
海

智
山
派
増
明
院

糊
　
東
京
都
大
田
区
鵜
の
木

　
　
一
一
一
五
－
五

別
府
老
人
ホ
ー
ム
次
長

大
分
県
別
府
市
鶴
見
町

八
組

纏齢，

羅講

・同

夫
人

山
田
二
三
雄

綴
雛
鞭

綴
　
　
　
　
．

屯

吉
野
才
智

購
騰

＾
裟
瓦
誕
　
・
酵
を

梅
金
商
店

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区

大
須
三
i
三
九
－
三
三

　
農
業

．
　
東
京
都
稲
城
市
大
丸
八

　
七
六

（
事
務
長
）
黒
川
孝
樹

　
轄
灘
講
鑑

臨
　
蝿

猷窪

繋
ウ
鍵
，

全
日
本
仏
教
会
国
際
文

化
部
長

東
京
都
台
東
区
東
上
野

六
i
一
四
－
一
二

（
会
計
）
和
田
龍
宏

？
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
財
務
部

、
　
　
　
長

　
　
　
欄
　
神
奈
川
県
川
崎
市
中
原

　
　
　
　
　
区
今
井
南
町
二
四
七
．

（
会
計
庶
務
）
林

恵
智
子

全
日
本
仏
教
会
財
務
主

事

”
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
豊
島
区
南
長
崎

調
鑑
　
六
⊥
九
－
三
大
平

　
　
　
　
　
　
　
　
力

　
（
添
乗
員
）
蜂
須
賀
大
、
東
谷
知
子
一
千
代

田
ト
ラ
ベ
ル
、
東
野
都
港
区
南
青
山
五
一
六

－
二
〇
千
成
ビ
ル
ー

周
3

｝

　一　　．際＝r， @　　，　　鐸
、塵
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繊
灘
灘
灘
難
灘
麟
綴
糠
韓
灘
～
総
麟
籔

改
め
て
思
う
そ
の
接
点

生
命
の
起
源
に
つ

い
て
は
ま
だ
ま
だ
謎

に
包
ま
れ
た
部
分
も

あ
る
で
あ
ろ
う
が
、

と
も
か
く
一
応
の
説

明
が
各
種
の
実
験
を

通
し
て
納
得
さ
れ
て
い
る
。
第
一
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
江
上
博
士
か
ら
長
い
歴
史
を
経

て
生
じ
た
「
生
命
」
、
そ
の
生
命
現
象
の
特
性

に
つ
い
て
基
本
的
な
説
明
を
受
け
た
。
今
こ
こ

で
極
め
て
簡
単
に
復
習
し
て
み
る
と
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

　
即
ち
生
物
と
無
生
物
の
相
違
は
ω
代
謝
を
し

て
い
る
こ
と
。
つ
ま
り
高
等
な
生
物
で
は
呼
吸

と
か
、
栄
養
の
摂
取
と
か
い
う
こ
と
で
あ
る
が

但
し
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
も
の
で
は
、
こ
の
機

能
を
宿
主
に
借
り
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ω
自

分
と
同
じ
も
の
を
作
り
、
種
族
を
保
存
す
る
。

こ
れ
が
二
大
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
生
理

学
者
ホ
ー
ル
デ
ン
は
「
正
常
で
他
の
も
の
と
区

別
さ
れ
る
形
の
積
極
的
な
保
存
」
と
い
う
言
葉

で
生
物
の
特
性
と
定
義
し
て
い
る
。
し
か
し
、

親
に
似
な
い
子
が
出
来
る
こ
と
も
あ
る
の
で
こ

れ
を
「
突
然
変
異
」
と
い
い
、
そ
れ
が
そ
の
時

真

渓

義

貫

代
の
環
境
に
適
応
す
る
場
合
は
生
き
長
ら
え
る

し
、
適
応
し
な
い
場
合
は
滅
亡
す
る
。
こ
れ
を

「
自
然
淘
汰
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

今
日
ま
で
生
き
た
も
の
、
ま
た
生
き
て
い
る
も

の
の
特
性
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説

明
は
全
部
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
進
化
論
が
解
答
を
与
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
根
本
的
な
問
題
は
、
代
謝
を
し
て
い

る
自
分
と
同
じ
も
の
を
作
り
こ
れ
を
保
存
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
特
に
こ
の
特
徴
を
表
わ
す
も
と

に
な
る
物
質
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
疑
問
に
答
え
る
定
説
は
い
う
ま
で
も
な
く

「
た
ん
ぱ
く
質
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
ん
ぱ
く

質
こ
そ
が
代
謝
と
い
う
生
物
の
特
徴
を
表
わ
す

の
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
物
質
で
あ
る
。
ま

た
、
自
己
複
製
、
つ
ま
り
遺
伝
を
司
る
物
質
は

核
酸
で
あ
る
と
い
う
。
核
酸
は
一
八
六
九
年
怪

我
人
の
膿
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
リ
ボ
ー

ス
ま
た
は
デ
オ
キ
シ
リ
ポ
ー
ス
と
い
う
炭
素
五

個
を
も
つ
糖
と
、
リ
ン
酸
ま
た
は
プ
リ
ン
、
ピ
ト

リ
ミ
ジ
ン
な
ど
の
塩
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

て
、
糖
と
リ
ン
酸
に
プ
リ
ン
か
ピ
リ
ミ
ジ
ン
が

結
合
し
た
も
の
を
ヌ
リ
レ
オ
チ
ド
と
呼
ば
れ
、

核
酸
の
一
単
位
で
あ
る
。
そ
し
て
糖
の
種
類
に

（完）

よ
っ
て
リ
ボ
ー
ス
な
ら
R
N
A
、
デ
オ
キ
シ
リ

ポ
ー
ス
な
ら
D
N
A
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
R
N
A
を
遺
伝
子
と
し
て
い
る
生
物
も
発
見

さ
れ
て
い
る
が
、
D
N
A
を
遺
伝
子
と
す
る
生

物
で
も
、
そ
の
遺
伝
子
の
性
質
が
現
わ
れ
る
た

め
に
は
（
D
N
A
か
ら
R
N
A
に
遺
伝
記
号
が

写
し
と
ら
れ
、
こ
の
R
N
A
が
核
外
に
出
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
D
N
A
、
R
N

A
の
双
方
に
プ
リ
ン
、
ピ
リ
ミ
ジ
ン
そ
れ
ぞ
れ

四
種
類
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ア
デ
ニ

ン
、
グ
ア
ニ
ン
、
チ
ミ
ン
、
シ
ト
シ
ン
の
四
が

そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
頭
文
字
を
取
っ
て
C
、
T
、

A
、
G
と
略
称
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
四
つ
の

文
字
の
任
意
の
三
つ
の
組
合
せ
、
例
え
ば
C
A

T
、
T
A
G
、
G
A
T
な
ど
が
遺
伝
の
言
葉
で

あ
り
、
一
つ
の
生
物
に
つ
い
て
の
遺
伝
の
言
葉

は
、
数
千
か
ら
数
十
億
の
言
葉
の
単
位
が
繋
が

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

D
N
A
が
そ
の
生
物
の
生
き
る
た
め
に
必
要
な

全
て
の
指
令
を
出
し
て
い
る
。
我
々
哺
乳
動
物

の
一
つ
の
細
胞
に
は
、
約
三
万
個
の
文
字
（
三

文
字
で
一
つ
の
言
葉
）
、
徒
っ
て
一
万
個
の
言

葉
を
集
録
し
た
核
酸
分
子
が
三
十
万
個
も
あ
る

と
い
う
訳
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
仕
組
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
物
の

構
造
、
機
能
も
そ
の
細
胞
の
D
N
A
の
中
に
遺

伝
記
号
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
文
章
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
D
N
A
に
つ
い
て

の
生
物
の
遺
伝
現
象
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て

重
要
な
研
究
を
、
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
が
撮
っ
た
D

N
A
の
X
線
写
真
に
基
い
て
一
九
五
三
年
に
発

表
さ
れ
た
の
が
有
名
な
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク

の
「
D
N
A
の
構
造
」
で
あ
る
。
こ
の
遺
伝
子

D
N
A
が
複
製
さ
れ
る
機
構
、
仕
組
に
つ
い
て

は
江
上
博
士
か
ら
詳
細
な
説
朋
が
行
わ
れ
、
仏

教
側
の
学
者
群
は
今
更
な
が
ら
分
子
生
物
学
の

め
ざ
ま
し
い
発
展
に
驚
き
の
目
を
見
張
っ
た
。

　
さ
て
、
一
方
代
謝
の
役
割
を
司
る
た
ん
ぱ
く

質
で
あ
る
が
、
た
ん
ぱ
く
質
は
発
見
さ
れ
た
一

八
三
九
年
当
時
は
プ
ロ
テ
イ
ン
と
名
づ
け
ら
れ

た
。
た
ん
ぱ
く
質
は
す
べ
て
の
生
物
の
第
一
人

目
的
働
き
を
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
ラ
テ

ン
語
の
プ
ロ
テ
イ
オ
ス
（
第
一
人
者
）
を
あ
て

は
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
生
物
の
代
謝

作
用
の
ほ
か
、
運
動
や
構
造
づ
く
り
の
役
割
も

し
て
い
る
。
た
ん
ぱ
く
質
は
ア
ミ
ノ
酸
が
連
な

っ
て
出
来
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
一
八

〇
六
年
で
あ
り
、
天
然
の
た
ん
ぱ
く
質
を
構
成

す
る
ア
ミ
ノ
酸
に
は
色
々
の
種
類
が
あ
る
が
最

後
の
も
の
が
見
つ
か
っ
た
の
は
ま
だ
三
十
数
年

前
の
こ
と
で
あ
る
、
天
然
に
存
在
す
る
ア
ミ
ノ

酸
は
約
二
十
種
類
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

仏
教
の
深
さ
に
驚
く

　
ア
ミ
ノ
酸
は
ア
ミ
ノ
基
と
い
わ
れ
る
ア
ル
カ

リ
性
を
示
す
部
分
と
有
機
酸
基
と
い
わ
れ
る
酸

性
を
示
す
部
分
を
か
ね
そ
な
え
て
い
る
。
す
で

に
生
命
の
起
源
に
つ
い
て
の
個
所
で
原
始
地
球

で
ア
ミ
ノ
酸
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
述

べ
た
が
、
低
分
子
の
物
質
が
ど
の
よ
う
に
し
て

繋
り
あ
っ
て
、
た
ん
ぱ
く
質
や
核
酸
の
よ
う
な

巨
大
分
子
に
な
っ
て
い
っ
た
か
を
探
る
こ
と
は

生
命
科
学
に
と
っ
て
も
仏
教
の
諸
処
因
縁
論
に
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と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
生
命
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い

物
質
が
地
球
形
成
の
長
い
時
間
の
な
か
で
化
学

反
応
を
つ
づ
け
た
結
果
、
生
命
の
華
々
し
い
開

幕
と
は
な
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
原
始

生
命
は
現
在
の
生
物
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
海
中
な
ど
の
有
機
物
を
吸
収
し
て
、
こ
れ
を

発
酵
の
か
た
ち
で
分
解
し
、
そ
の
際
放
出
さ
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い
た
と
想
像
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
も
し
も
そ
う
だ
と
す
る
と
海

中
の
有
機
物
を
食
べ
尽
し
て
や
が
て
は
生
命
の

危
機
が
到
来
し
た
筈
で
あ
る
が
、
こ
の
危
機
に

当
っ
て
ク
ロ
レ
ラ
な
ど
の
下
等
な
ソ
ウ
類
が
出

現
し
、
こ
れ
が
持
っ
た
葉
緑
素
は
太
陽
の
光
を

利
用
し
て
炭
酸
カ
ス
と
水
か
ら
有
機
物
を
合
成

（
光
合
成
）
し
て
増
殖
し
た
。
即
ち
こ
の
緑
の

ソ
ウ
類
に
よ
っ
て
地
球
上
に
は
大
量
の
酸
素
が

放
出
さ
れ
、
呼
吸
生
物
へ
の
進
化
出
現
を
見
た

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
原
始
的
な
発
酵

型
の
生
物
に
く
ら
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生
は
一

挙
に
十
四
倍
に
増
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
高
等
生
物
の
細
胞
内
で
は
グ
ル
コ
ー
ス

は
呼
吸
に
よ
る
酸
素
で
完
全
に
分
解
さ
れ
て
炭

酸
ガ
ス
と
水
に
な
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が

生
物
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
原
因
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
精
力
的
な
生
命
の
発

電
所
を
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ヤ
と
い
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
の
近
代
兵
器
も
決
し
て
原
始
生
物

か
ら
全
く
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
発
酵
と

い
う
原
始
的
エ
ネ
ル
ギ
1
発
生
装
置
を
土
台
に

進
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
発
酵
か
ら
得
ら
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
呼
吸
か
ら
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
同
様
に
A
T
P
（
ア
デ
ノ
シ
ン
ミ
リ
ン

酸
）
と
い
う
物
質
に
蓄
え
ら
れ
る
こ
と
に
は
変

り
は
な
い
。
酸
素
を
必
要
と
し
な
い
嫌
気
性
生

物
は
単
細
胞
で
あ
り
、
地
下
二
千
メ
ー
ト
ル
に

住
ん
で
石
油
を
食
べ
る
バ
ク
テ
リ
ヤ
も
や
は
り

A
T
P
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
人
間
に
ま
で
進
化
し
た
我
々
も
背
後
に

は
長
い
長
い
歴
史
を
持
つ
こ
と
に
感
慨
無
量
な

も
の
が
あ
る
。
生
物
は
す
べ
て
同
根
で
あ
る
と

知
っ
て
見
る
と
仏
教
思
想
の
深
さ
に
も
今
更
な

が
ら
驚
く
の
で
あ
る
。
た
だ
我
々
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
生
物
は
同
根
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

立
っ
て
仏
教
思
想
の
内
容
、
或
い
は
生
命
観
が

十
分
に
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ

っ
た
。科

学
的
知
見
に
学
ぶ

　
禁
殺
生
、
悉
皆
成
仏
な
ど
も
ラ
イ
フ
・
サ
イ

エ
ン
ス
の
知
見
を
裏
付
け
て
説
明
す
る
と
も
っ

と
仏
教
が
現
代
的
に
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
世
界
と
そ
の
歴
史
は
、
は
て
し
の

な
い
過
去
か
ら
果
し
な
き
未
来
へ
と
流
れ
ゆ

く
。
所
謂
無
始
無
終
で
あ
っ
て
、
こ
の
流
れ
の

中
に
あ
っ
て
諸
要
素
が
む
す
ば
れ
、
そ
し
て
ほ

ぐ
れ
て
ゆ
く
の
み
で
あ
っ
て
、
物
質
も
人
間

も
、
そ
し
て
、
そ
の
心
も
単
に
現
象
の
一
つ
に

す
ぎ
な
い
。
こ
の
現
象
が
展
開
す
る
相
を
達
観

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
流
れ
」
か
ら
解
脱
す
る

こ
と
が
仏
教
の
原
理
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
展
開
さ
れ
た
種
々
な
る
相
は
決
し
て
人
間

そ
の
も
の
に
と
っ
て
無
関
係
で
は
な
く
、
過
去

の
歴
史
的
な
相
の
一
片
一
片
を
科
学
的
に
理
解

す
る
こ
と
な
く
し
て
「
解
脱
」
も
あ
り
得
な
い
。

こ
の
意
味
で
仏
教
は
よ
り
ょ
く
生
命
科
学
の
知

見
を
学
習
す
べ
き
だ
と
思
う
。

　
発
酵
の
形
式
を
販
っ
て
い
た
生
命
現
象
が
危

機
を
招
い
た
と
き
、
直
径
僅
か
に
三
ミ
ク
ロ
ン

（一

~
ク
ロ
ン
は
千
分
の
一
ミ
リ
）
と
い
う
単

細
胞
の
緑
ソ
ウ
に
救
わ
れ
、
光
合
成
に
よ
っ
て

酸
素
呼
吸
形
式
の
生
命
へ
と
進
化
し
、
更
に
海

中
か
ら
生
命
の
上
陸
が
行
わ
れ
て
現
在
の
よ
う

な
二
百
万
種
に
及
ぶ
生
物
が
出
現
し
た
。
進
化

の
歴
史
を
詳
細
に
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
単
に
こ

れ
を
「
無
常
の
影
」
或
い
は
「
業
」
の
し
か
ら

し
む
る
と
こ
ろ
と
観
念
的
に
言
い
の
け
て
事
足

り
る
の
か
ど
う
か
。
幸
い
に
キ
リ
ス
ト
教
の
よ

う
に
進
化
論
を
否
定
し
な
い
仏
教
だ
け
に
尚
更

仏
教
は
こ
の
科
学
的
知
見
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
る

こ
と
が
痛
感
さ
れ
る
。

　
そ
の
一
方
で
宇
宙
塵
の
な
か
の
簡
単
な
有
機

物
が
地
球
の
形
成
進
化
に
と
も
な
っ
て
複
雑
と

な
り
、
原
始
の
海
（
オ
パ
ー
リ
ン
を
は
じ
め
多

く
の
分
子
生
物
学
者
が
支
持
し
て
い
る
）
で
生

命
活
動
が
は
じ
ま
り
、
時
代
と
も
に
分
枝
が
行

わ
れ
て
人
間
に
ま
で
進
化
す
る
。
こ
の
間
単
細

胞
か
ら
多
細
胞
へ
、
海
か
ら
陸
へ
、
そ
し
て
恐

龍
時
代
の
出
現
と
そ
の
滅
亡
、
更
に
哺
乳
動
物

の
登
場
と
生
物
の
進
化
劇
、
栄
枯
盛
衰
の
諸
相

は
、
正
に
「
運
命
の
女
神
」
の
神
話
に
も
似
て

は
い
る
が
、
運
命
と
は
一
体
何
か
。
こ
の
こ
と

は
科
学
的
知
見
で
は
解
明
出
来
な
い
筈
で
あ

る
。
で
は
果
し
て
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
仏
教

が
原
始
生
物
か
ら
人
類
ま
で
綿
々
と
し
て
つ
づ

く
「
生
命
の
糸
」
に
対
し
て
哲
学
的
基
礎
を
与

え
て
く
れ
た
か
ど
う
か
。
こ
の
点
、
必
ず
し
も

満
足
し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
多
数
多
様
な
生
物
も
、
分
子
の
レ
ベ
ル
に
分

解
す
れ
ば
、
た
ん
ぱ
く
質
と
核
酸
で
結
ば
れ
た

共
通
の
仲
間
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
こ
か

ら
生
命
科
学
の
新
し
い
研
究
が
始
め
ら
れ
た
。

し
か
し
人
間
が
他
の
生
物
と
区
別
さ
れ
る
大
き

な
事
柄
は
、
人
間
の
精
神
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
号
の
油
注
で
解
説
し

た
の
で
割
愛
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ま
だ

確
固
と
し
た
結
論
が
出
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

た
だ
我
々
は
一
番
重
要
で
あ
る
と
思
う
こ
と

は
、
所
謂
ハ
ー
ド
ウ
エ
ヤ
ー
一
遍
倒
の
究
明
の

増
殖
で
は
決
し
て
人
類
に
幸
福
を
も
た
ら
さ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
る
十
一
月
中
旬
、
東
京
に
お
い
て
世
界
の

各
分
野
の
学
者
が
「
人
間
的
価
値
と
科
学
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
こ

と
も
、
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
科
学
技
術
庁
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
で
も
、
生
物
学
的
、
医

学
的
面
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
、
心
理
的
、
社

会
的
な
面
か
ら
す
る
解
明
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
も
、
ソ
フ
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
尊
重
し
は
じ

め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
生
命
科
学
の
研
究
に
は
是
非
と
も
哲
学
、
宗

教
な
ど
の
人
文
科
学
側
の
プ
ロ
ゼ
ク
ト
の
参
加

を
強
調
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
生
命
科
学
が
分
．

子
レ
ベ
ル
で
出
発
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
驚
異
的

な
進
展
を
見
せ
て
い
る
。
分
子
は
言
う
ま
で
も
・

な
く
物
質
で
あ
り
、
従
っ
て
生
命
を
物
理
的
法

則
の
中
で
把
え
る
研
究
が
中
心
で
あ
る
が
、
問

題
は
、
そ
れ
で
は
物
質
と
は
何
か
と
い
う
極
め

て
素
朴
に
は
見
え
る
が
重
要
な
疑
問
で
あ
る
。

　
現
代
物
理
学
で
は
、
結
局
物
質
と
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
持
っ
た
「
あ
る
も
の
」
と
い
う
答
し
か

畔5炉
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出
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
最
も
具
象
的
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
物
質
が
極
め
て
抽
象
的
な
言
葉
し

か
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
如
何
に
自
然
が
深
い
も
の
で
あ

る
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
自
然
を
理
解
す

る
こ
と
の
困
難
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
こ
そ
科
学
に
も
自
然
理
解
の
限
界
が
あ
る

わ
け
で
あ
ろ
う
。

　
現
代
の
物
理
学
者
は
宇
宙
に
は
客
観
的
に

「
あ
る
も
の
」
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
「
あ
る
も
の
」
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と

で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
存
在
の

必
然
性
に
つ
い
て
は
朋
か
に
出
来
な
い
で
い

る
。
た
だ
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
具
現
し
た
最

小
単
位
は
素
粒
子
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
素
粒
子

一
元
論
と
で
も
言
う
べ
き
か
。
し
か
し
、
こ
の

素
粒
子
は
永
久
不
変
の
も
の
で
は
な
く
、
つ
ね

に
死
し
、
ま
た
生
れ
て
い
て
生
滅
き
わ
ま
り
な

い
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
万
物
流
転
の

原
因
で
あ
る
。

　
し
か
も
素
粒
子
の
存
在
す
る
必
然
性
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
同
様
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
う

な
る
と
素
粒
子
一
元
論
も
根
底
が
動
揺
す
る
の

で
、
さ
ら
に
超
素
粒
子
論
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
も
拒
否
さ
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
何

故
な
ら
霊
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
素
粒
子
一

元
論
で
は
完
全
に
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　
こ
こ
で
最
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と

は
、
既
知
の
世
界
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
展
開

さ
れ
る
世
界
観
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ

る
。
仏
教
は
そ
の
世
界
観
に
お
い
て
、
科
学
的

知
見
や
既
知
の
知
識
を
無
視
す
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
を
包
摂
し
な
が
ら
物
質
と
心
が
融
合
し
た

唯
一
究
極
的
自
然
の
本
塁
究
明
に
役
立
つ
べ
き

だ
と
思
う
。
こ
の
意
味
で
三
回
に
わ
た
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
生
命
科
学
と
仏
教
の
接
点
を
改

め
て
発
見
し
た
極
め
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
　
（
旦
夕
文
化
専
門
委
員
長
）

n
翻
7
一
墾
轟
腿
▽
轟
》
轟
鷺
▼
旙
難
－
菖
闘
冒
7
轟
V
ム
鰭
▼
轟
罧
一
鯉
響
一
轟
朋
￥
鱒
蕪
9
三
甜
Ψ
轟
U
玉
鑓
▼
頚
髄
轟
U
7
8
翻
り
墨
n
￥
轟
一
秘
7
轟
一
n
碁
轟
暮
轟
蘇
「
・
昌
隠
蓑
▼
轟
署
昌
隠
蓑
▼
売
り
盈
附
▼
群

全
仏
の
役
員
改
選
餉
計

常
務
理
事
会
開
く

　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
常
務
理
事
会
は
、

さ
る
十
一
月
九
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
本
願
寺

記
念
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
代

理
を
含
め
て
十
一
名
の
出
席
が
あ
り
、
提
出
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
慎
重
な
る
審
議
を
行
い
、

午
後
三
時
過
ぎ
閉
会
し
た
。

議
案
第
一
号
　
真
言
宗
醍
醐
派
加
盟
申
請
に
つ

い
て
　
か
ね
て
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
真
言
宗
醍
醐
派

　
の
加
盟
に
つ
い
て
審
議
、
万
場
一
致
で
承
認

　
し
た
。
　
（
詳
細
に
つ
い
て
は
別
記
事
）

議
案
第
二
号
　
任
期
満
了
に
伴
う
評
議
員
会
等

（
写
真
は
記
念
館
で
開
か
れ
た
常
務
理
事
会
）

開
催
に
つ
い
て

　
イ
ン
ド
日
本
寺
落
慶
法
要
団
派
遣
等
諸
般
の

　
事
情
に
よ
り
、
役
員
改
選
の
た
め
の
評
議
員

　
会
を
明
年
一
月
十
七
日
に
開
催
す
る
こ
と
に

　
決
定
。

議
案
第
三
号
補
正
予
算
に
つ
い
て

．一

白
�
ｳ
の
上
承
認
。

議
案
第
四
号
参
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て

　
第
一
次
締
切
ま
で
に
加
盟
団
体
よ
り
推
薦
の

　
あ
っ
た
十
三
名
の
立
候
補
者
に
つ
い
て
審
議

　
全
員
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
。

　
な
お
、
推
薦
し
た
方
の
氏
名
・
略
歴
は
後
日

　
改
め
て
本
紙
に
発
表
致
し
ま
す
。

議
案
第
五
号
玄
突
大
師
聖
骨
の
分
骨
依
頼
に

つ
い
て

　
薬
師
寺
よ
り
依
頼
の
あ
っ
た
玄
奨
大
師
聖
骨

　
の
分
骨
に
つ
い
て
審
議
、
安
置
先
の
大
島
師

　
埼
玉
県
仏
等
関
係
者
の
意
見
を
十
分
聞
い
た

　
上
で
改
め
て
審
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

報
告
事
項
　
日
本
寺
法
要
代
表
団
に
つ
い
て

　
十
二
月
三
日
出
発
す
る
イ
ン
ド
日
本
寺
法
要

　
代
表
団
に
つ
い
て
国
際
局
よ
り
報
告
が
が
あ

　
り
、
承
認
さ
れ
た
。

出
席
者
は
左
記
の
通
り
（
順
不
同
敬
称
略
）

　
末
広
愛
邦
・
太
田
淳
昭
・
稲
岡
覚
順
・
山
田

　
義
道
・
伊
藤
治
雄
・
工
藤
義
修
・
貝
山
宣
泰

　
田
中
亮
三
・
三
井
宣
雄
（
渡
部
公
允
代
理
）

　
椎
谷
健
（
岡
野
正
道
代
理
）
・
小
沢
照
禧

　
（
別
所
弘
因
代
理
）

真
言
宗
醍
醐
派
が

秘
仏
に
加
盟

加
盟
団
体
＝
六
に

　
真
言
宗
各
派
の
中
で
も
大
巷
な
教
勢
を
古
め

る
醍
醐
派
が
、
こ
の
ほ
ど
全
仏
に
正
式
加
盟
し

た
。
こ
れ
で
全
仏
加
盟
団
体
数
は
一
一
六
団
体

と
な
っ
た
。

　
醍
醐
派
は
京
都
伏
見
の
醍
醐
寺
を
総
本
山
に

包
括
寺
院
数
五
〇
〇
。
醍
醐
山
伝
法
学
院
、
真

言
宗
京
都
学
園
（
獲
麟
院
大
学
、
洛
南
高
校
）

．
の
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

名
称
　
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

住
所
　
京
都
市
伏
見
区
醍
醐
東
大
路
町
二
十
一
粛

　
　
　
一
T
⊥
ハ
〇
一
一
一
一
二

役
員
管
長

　
　
　
宗
務
総
長

　
　
　
庶
務
部
長

　
　
　
教
学
部
長

　
　
　
財
務
部
長

東
京
宗
務
出
張
所
長

細
川
英
道

岡
田
宥
秀

藤
原
良
典

斎
藤
明
道

岩
城
秀
雄

　
　
　
仲
田
調
和

噌6，
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三
重
県
仏
大
会

二
千
五
百
人
集
う

　
さ
る
十
月
二
十
八
日
、
三
重
県
仏
教
会
で
は

県
内
鈴
鹿
市
サ
ー
キ
ッ
ト
体
育
館
に
約
二
千
五

百
の
大
衆
を
集
め
て
「
人
類
の
危
機
を
救
う
も

の
i
仏
教
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、

第
三
回
三
重
県
仏
教
徒
大
会
「
光
の
法
典
」
を

開
催
し
た
。

　
真
宗
高
田
派
常
盤
井
発
棋
管
長
を
導
師
に
午

前
十
時
か
ら
三
十
分
の
式
典
に
つ
づ
き
、
県
内

各
界
の
有
力
者
及
び
全
仏
会
長
（
麻
布
事
務
総

長
代
理
）
の
祝
辞
等
に
つ
づ
き
「
幸
福
へ
の

道
」
と
題
し
て
真
言
宗
智
山
派
前
管
長
那
須

政
隆
三
下
の
記
念
講
演
を
も
っ
て
大
会
の
幕
は

下
さ
れ
た
。
当
県
門
、
大
会
の
意
気
と
い
う
も

の
は
大
会
の
「
誓
の
こ
と
ば
」
に
集
約
さ
れ
て

い
る
と
思
う
の
で
そ
れ
を
次
に
記
す
。
．

　
人
類
の
発
生
よ
り
こ
こ
に
百
万
年
、
そ
の
人

類
の
師
表
と
し
て
和
楽
帰
依
の
大
学
を
お
示

し
下
さ
れ
し
釈
尊
の
教
導
を
見
る
こ
と
三
千
年

し
か
る
間
こ
の
教
法
を
日
域
に
伝
授
せ
ら
れ
し

和
国
の
教
主
聖
徳
太
子
。
こ
の
法
灯
を
高
く
掲

げ
て
比
叡
山
を
ひ
ら
か
れ
し
伝
教
大
師
。
大
師

は
「
国
宝
と
は
何
物
ぞ
、
宝
と
は
道
心
な
り
、

道
心
あ
る
人
を
名
づ
け
て
国
宝
と
な
す
。
古
人

の
云
は
く
経
寸
十
枚
是
れ
国
宝
に
非
ず
一
隅
を

照
ら
す
此
れ
即
ち
国
宝
也
」
と
の
た
ま
い
て
一

千
有
余
年
。

　
然
る
に
こ
こ
百
年
こ
の
方
、
我
等
世
界
人
類

の
歩
を
眺
め
る
と
き
闘
争
と
事
故
と
自
然
破
壊

を
も
つ
て
し
人
心
と
み
に
薄
れ
、
道
義
失
墜
し

て
荒
野
の
観
を
呈
す
る
に
至
る
。
今
や
政
治
・

経
済
・
教
育
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
現
実
人
間

世
界
を
凝
視
し
再
考
す
る
の
要
あ
る
を
痛
感
す

る
。　
我
等
仏
教
徒
と
し
て
猛
省
と
い
く
ば
く
か
の

実
践
を
決
意
し
て
こ
こ
鈴
鹿
の
地
に
不
滅
の
法

灯
を
か
か
げ
て
「
光
の
法
典
」
に
集
い
し
二
千

有
余
の
人
々
心
を
合
わ
せ
て
「
人
類
の
危
機
を

救
う
も
の
l
l
仏
教
で
」
を
確
認
す
る
も
の
で

あ
る
。

池
上
本
門
寺
大
会
の
反
省
会

会
議
紀
要
完
成
、
配
布
し
て
い
ま
す

　
さ
る
六
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
一
回

全
日
本
仏
教
徒
会
議
池
上
本
門
寺
大
会
は
、
昨

今
の
世
相
を
反
映
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
趣
旨
の

も
と
盛
会
裡
に
終
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
は
各
方
面
か
ら
の
様
々
の
意
見
、
批
判
も
あ

る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
大
会
の
事
後
処
理
を
ま
か
さ
れ
た
全
盛
事
務

総
局
は
十
月
下
旬
に
大
会
紀
要
の
作
成
を
終
了

し
、
一
応
の
事
務
処
理
を
す
ま
せ
た
。
そ
し
て

大
会
の
成
果
を
よ
り
一
層
挙
げ
る
べ
く
、
採
択

さ
れ
た
議
案
を
実
行
に
移
す
た
め
の
大
会
反
省

会
を
各
部
会
長
な
ら
び
に
全
学
の
各
専
門
委
員

を
招
い
て
、
十
一
月
六
日
、
東
京
上
野
の
タ
カ

ラ
ホ
テ
ル
に
開
催
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ー
ー

　
真
渓
義
貫
文
化
専
門
委
員
長
の
座
長
で
す
す

め
ら
れ
た
反
省
会
で
は
、
細
か
い
点
の
示
険
ま

で
は
で
き
ず
、
今
後
、
議
案
処
理
を
付
託
さ
れ

た
各
局
専
門
委
員
会
で
、
も
っ
と
細
か
く
検
討

し
て
実
行
に
移
し
て
ゆ
く
こ
と
を
結
論
と
し
て

終
了
し
た
。

　
な
お
、
池
上
本
門
寺
大
会
の
会
議
紀
要
が
完

成
し
、
関
係
方
面
に
は
す
で
に
発
送
し
て
い
る

が
、
む
希
望
の
方
に
も
配
布
す
る
の
で
、
全
図

組
織
局
宛
に
お
申
越
し
頂
き
た
い
（
無
料
）
。

　
内
容
は
、
代
表
者
会
議
、
第
一
部
会
～
第
五

部
会
の
各
報
告
、
大
会
関
係
者
の
大
会
随
想
を

の
せ
、
大
会
ス
ナ
ッ
プ
を
カ
ラ
ー
で
多
数
収
録

し
て
い
る
。
B
五
版
三
十
二
頁
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
【
眼
眼
盟
値
開
「
i

県
仏
会
旗
を
制
定
静
岡

　
静
岡
県
議
教
会
（
田
中
亮
三
会
長
）
で
は
、

懸
案
で
あ
っ
た
県
仏
の
会
旗
が
、
さ
る
六
月
の

県
仏
理
事
会
に
お
い
て
決
議
を
得
て
、
制
定
さ

れ
（
写
真
）
こ
の
ほ
ど
奉
戴
式
が
十
月
十
九
日

静
岡
市
曲
金
法
蔵
寺
を
会
場
に
修
行
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
静
岡
県
仏
教
会
が
確
立
さ
れ
て
二
十

　
絵
欺
輸
澤
裟
　

こ
げ
茶
、
法
輪
マ
ー
ク
付
き

　
　
　
　
￥
一
、
二
〇
〇
円

お寺に仏旗をかかげよう

筆たて150C一よこ247C￥4，500円　小　70C－100C￥1，500円
中　　　90C一　　135C　￥3，000円　　手旗35C－50C　￥　800円
　　　　　　耳底製　　堅牢　　（全日本仏教会制定意匠登録済）

　　　各地区仏教会でまとめて御注文の際は価格の御相談に応じます。

会教仏

灘
繍
　
　
　
　
本

電話03・843・6341～3

財団法人　全　日

111東京都台東区西浅草1－5－5
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周
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
も

の
で
、
当
日
は
全
仏
よ
り
桜
井
事
務
次
長
が
出

席
し
、
奉
戴
式
の
あ
と
駒
大
講
師
田
中
忠
雄
先

生
の
記
念
講
演
が
あ
っ
た
。

　星

縫

友
松
円
諦
氏
（
神
田
寺
名
誉
主
管
）

　
十
一
月
十
六
日
頃
脳
卒
中
の
た
め
東
京
本
郷

の
東
大
病
院
で
逝
去
、
七
十
八
歳
。
告
別
式
は

二
十
三
日
午
後
二
時
か
ら
神
田
寺
で
執
行
さ
れ

た
。
愛
知
県
出
身
。
大
正
大
学
、
慶
応
大
学
で

仏
教
学
の
教
鞭
を
と
る
一
方
、
昭
和
九
年
ご
ろ

N
H
K
で
法
句
経
講
義
を
放
送
、
そ
の
後
真
理

運
動
を
起
す
な
ど
、
仏
教
の
普
及
に
努
め
、
昭

和
二
十
一
年
神
田
寺
を
創
建
し
、
一
宗
一
派
に

属
さ
な
い
自
由
な
新
仏
教
運
動
を
推
進
し
た
。

　
昭
和
二
十
八
年
の
第
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
開
催
に
尽
力
、
翌
年
全
日
本
仏
教
会
結
成

に
あ
た
り
、
初
代
事
務
総
長
に
就
任
し
、
全
一

仏
教
運
動
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
た
。

　
　
…
事
務
総
局
録
事
（
＋
旧
月
）

　
二
日
　
浅
草
寺
五
重
塔
落
慶
仏
舎
利
奉
安

　
　
　
式
出
席

六
日
　
全
仏
大
会
反
省
会

七
日
～
八
日
局
内
研
修
会

十
三
日
　
日
本
寺
法
要
団
説
明
会

十
四
日
日
宗
連
理
事
会
出
席

十
六
日
　
日
蓮
宗
、
本
門
寺
大
会
御
礼
挨

　
　
　
　
拶

十
七
日
清
水
谷
大
僧
正
頬
寿
祝
賀
会
出

　
　
　
　
席

十
九
日
局
内
会
議

　
〃
　
　
仏
教
タ
イ
ム
ス
社
創
刊
千
号
記

　
　
　
　
念
祝
賀
会
出
席

二
十
日
　
仏
青
結
集
打
合

二
十
二
日
　
自
民
党
懇
談
会

　
〃
　
　
智
山
派
法
要
団
壮
行
会
、
仏

　
　
　
　
旗
贈
呈

二
十
三
日
友
松
円
諦
氏
葬
儀

二
十
三
日
　
天
台
宗
ハ
ワ
イ
別
院
開
所
式

　
　
　
　
法
要
天
雷
年
会
出
席

二
十
五
日
　
川
崎
大
師
信
徒
会
館
落
慶
式

二
十
八
日
　
国
際
、
文
化
専
門
委
員
会

二
十
九
日
　
組
織
專
門
委
員
会

昭和48年12月1日

榊螺
一

昭
和
四
十
九
年
版

仏
教
徒
手
帳

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
中

輔　　
骨
仏
総
務
局
で
は
毎
年
御
好
評
を
い
た

…
製
舞
配
醗
麩
礁

輔
部
数
に
限
り
が
§
い
ま
す
の
で
御
注

”
文
は
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
十
二
月
号
　
第
一
九
三
号

内
　
容

量
　
価

申
込
先

　
　
　
　
　
四
弘
誓
願
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
ゆ

三
帰
依
文
、

門
聖
貝
宗
派
・
都
濤
県
輔

仏
・
団
体
役
員
住
所
録
、
忌
㎜

日
阜
見
表
各
県
宗
教
法
人
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